
　 単位：倍
順位 都道府県名 有効求人倍率

1 山　　　梨 0.88
2 香　　　川 0.82
3 静　　　岡 0.80
3 岡　　　山 0.80
5 愛　　　知 0.79
6 群　　　馬 0.77
7 福　　　井 0.75
8 岐　　　阜 0.74
9 東　　　京 0.71

10 長　　　野 0.69
10 三　　　重 0.69
12 栃　　　木 0.68
13 広　　　島 0.66
14 石　　　川 0.65
14 山　　　口 0.65
16 鳥　　　取 0.63
16 愛　　　媛 0.63
18 宮　　　城 0.62 　　　　　　　立体横棒グラフ入る
18 島　　　根 0.62
20 富　　　山 0.61
21 滋　　　賀 0.57
21 大　　　分 0.57
23 徳　　　島 0.55
24 山　　　形 0.54
24 新　　　潟 0.54
26 茨　　　城 0.52
27 神　奈　川 0.51
27 京　　　都 0.51
29 福　　　島 0.49
30 北　海　道 0.48
30 千　　　葉 0.48
30 大　　　阪 0.48
33 埼　　　玉 0.46
34 和　歌　山 0.45
35 兵　　　庫 0.44
35 奈　　　良 0.44
35 宮　　　崎 0.44
38 高　　　知 0.43
38 福　　　岡 0.43
38 佐　　　賀 0.43
38 長　　　崎 0.43
38 熊　　　本 0.43
43 岩　　　手 0.42
43 秋　　　田 0.42
43 鹿　児　島 0.42
46 沖　　　縄 0.33
47 青　　　森 0.30

全　　　国 0.56

　 ●資　　料：厚生労働省職業安定局「労働市場年報」
　

　 ●調査時点：平成14年度 　
　

　 ●調査周期：毎年 　
　

　 ●算出方法：有効求人数/有効求職者数
　　　　           (新規学卒者を除きパートタイムを含む）

●参　　考：有効求人とは、前月から未充足のまま繰り越された求人と、その月に受け付けた
　　　　　新規求人との合計をいう。

　　　　　　　　　　有効求職とは、前月から繰り越して引き続き求職している者と、その月に受け付
　　　　　けた新規求職者との合計をいう。

３７　　有効求人倍率
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